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マ ル ト ・ビベ ス コ と彼 女 の 小 説(V)

佐 野 満 里 子

5.《 平 等》

30年 代 の マ ル ト ・《平 等 》 の 出版 まで

 マ ル トは1935年 に フ ラ ン ス 共 和 国 の モ ッ トーか ら 一 語 を と って 《平 等

Egalit驕t1と い う題 名 の小 説 を 出 版 した。

 1930年 代 に 入 り、40代 半 ぽ の マ ル トは頻 繁 に英 仏 とル ー マ ニ ア の 間 を行 き

来 し て い る2。 英 航 空 相 と な った 友 人 トム ソ ソ3は1930年 に飛 行 機 事 故 で 死

亡 した 。 彼 に つ い て 本 を 著 す た め に何 度 も英 国 に渡 り、 彼 と親 しか っ た首 相

ラ ム ゼ イ ・マ ク ドナ ル ド4を 訪 れ て い る。 ル ー マ ニ ア の 大 公 妃 と社 会 主 義 者

の 首 相 一 彼 の 母 は 田 舎 の つ つ ま し い 家 事 使 用 人 で あ り、 父 を 知 ら な か った

1.Princesse Bibesco； 《Egalit驕t (『La Petite illustration』)1935

2.Ghislain de Diesbach； 《Marthe， princesse Bibesco》(Perrin)1997

 伝 記 事 実 につ い て は この 本 に よ る。

 マ ル トの 他 の 小 説 につ い て は拙 稿 《マ ル ト・ビ ベ ス コ と彼 女 の 小 説(1-IV)》

を 参 照 し て 頂 きた い 。(日 吉 紀 要No 28，29，30，31)

3.Lord Thomson of Cardington(1875-1930)

 1915年 に ル ー マ ニ ア の 英 国 大 使 館 附 武 官 と し て マ ル トと知 り合 う。 後 に 労 働

党 か ら立 候 補 して 政 界 に 乗 り出 し、 マ ク ドナ ル ド と親 し くな っ た 。

4.James Ramsay MacDonald(1866-1937)

 1924年 に 英 国 初 の 労 働 党 内 閣 首 相 。 以 後'29一'35年 ま で 計3期 首 相 を つ と め

 た 。
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一 の あ い だ に友 情 が 生 まれ た
。32年 に は マ ク ドナ ル ドの 娘 の結 婚 式 に主 賓 と

し て招 か れ る程 で あ る。 大 戦 直 後 に外 交 官 で 英 国駐 在 の 従 兄 ア ン トワー ヌ ・

ビベ ス コが 元 首 相 ア ス キ ー ス5の 娘 と結 婚 した こ と も彼 女 と英 国 を結 びつ け

て い る。

 31年 の春 、 夫 ジ ョル ジ ュ が航 空 機 に よ る イ ン ド遠 征 を 企 て る。 彼 は事 故 で

大 や け どを す る が 、 無 事 に戻 り5月 に ブカ レ ス トで 国 際 航 空 連 盟 会 議 を主 催

した 。 当然 マ ル トは ホ ス テ ス役 を 務 め る。 そ の 間 に彼 女 と親 しか った ス ペ イ

ン王 ア ル フ ォ ン ソ13世 が 廃 位 、追 放 され て共 和 国 が成 立 した 。

 32年3月 に ア リス テ ィ ド ・ブ リア ン6が 亡 くな る。 説 得 力 の あ る演 説 で知

られ 、 首 相 を11期 もつ とめ た 社 会 主 義 者 で あ る。 彼 は ヴ ァ レ リイ、 ジ ュ リア

ン ・バ ンダ と共 に マ ル トの サ ロ ンの 常 連 で あ った 。 彼 の 死 で マ ル トの レ ジ オ

ン ・ド ヌー ル 獲 得 運 動 は 難 し くな る。 仇 敵 エ レ ー ヌ ・ヴ ァ カ レス コの 反 対 運

動 は 激 しか った 。 マ ル トの 受 勲 は この30年 後 の こ と に な る。 マ ル トは ビザ ソ

チ ソ以 来 の祖 先 の 栄 光 の 歴 史 を ま とめ る大 計 画 に着 手 、32年 秋 に コ ン ス タ ン

チ ノ ー プ ル に 赴 く。 ロ ン ドンや パ リで マ ク ドナ ル ドと会 い 、 ル ーマ ニ ア宮 廷

に 出 仕 し、 イ タ リア の 王 族 の結 婚 式 につ らな った 。 航 空 機 へ の 関 心 を夫 と分

か ち あ い 、 英 国 貴 族 が 自 由 に使 わ せ て くれ る 自家 用 機 で 英 国 に 、 エ ジ プ トに

とか つ て通 った 道 を空 か らた ど る喜 び を知 った 。33年 の 冬 は エ ジ プ トに滞 在

5.Herbert Henri Asquith(1852-1928、 首 相在 位1908-26年 、 自由党)

 ル ーマ ニア の国会 議員 で あ った エ マ ニュエル ・ビベ ス コは1917年 に 自死 を選

ぶ が、 国 のため に弟 アン トワー ヌが英 国の 首相 の娘 と結 婚す るこ とを望 んで い

た とイ ーニ ド ・バ グ ノル ドは書 いて い る。

 《Enid Bagnold's Autobiography》(Heineman)1969 p。125

6.Aristide Briand(1862-1932)マ ル トは 《平等》 の 中で数 回 ブ リア ンの名 前

をあ げて い る。 ピエ ールの市庁 舎 に ラ ソベス ク夫 人 が初 め て訪れ た時 に 目にす

 る タピス リー は、下 は大 革命 前 に夫 人 の曾祖 父 の弟 が長 で あ る大 司教 館 の もの

で あ り、政教 分離 を推 進 した1911年 の ブ リア ン法 に よ り市 庁 舎 の壁 をか ざ る こ

 と に なった(p.8)。 また ピエ ール が 中央 政 界 で め ざ ま し い出 世 をす る と、父

親 の判 らない彼 は貴族 の隠 し子 では ない か と取 り沙汰 され るが、 これ は ブ リア

 ンの時 に起 きた の と同 じだ としてい る(p.82)。
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し、社交行事にいそしんでいる。

 だがこの時代は、大戦後の経済の建て直 しがすすんだ と思 うと米国の恐慌

の影響が波及し、英仏 もさらに経済基盤の弱いルーマニアも失業 と社会不安

におそわれていた。 ヒットラーが政権を握 り、ムッソリー二が台頭 してきて

いる。

 マル トは会食者から戦争を仄めかされた り、パ リでデモが暴力化するのを

見た。マクドナル ドからもらう手紙にも戦争の可能性を予測す るペシ ミスム

が読み とれる。 このような時期、彼女は社交と旅行の合間に 《平等》を執筆

した。小説が出版 されたとき、マル トは50歳 に近いが、健康で美 しく、大英

帝国の首相に愛されているとい う満足感に充たされていた。

2つ の世界の2人

 物語は南仏の山道での自動車事故現場からはじまる。通 りかかった ピエー

ル ・カニオPierre Caniotは 意識を失 っている女性を発見 して救助する。運

転手は死亡 していた。 ピエールは社会主義者でX市 の市長兼国会議員である。

選挙戦のために移動中の出来事であった。

 女性はランベスク公夫人Princesse de Lambesc。 スチュアー ト家の血を

引 くスコットラン ドの貴族の生まれで、遠縁の フランス貴族 と結婚 したが夫

はす ぐに戦死した。歴史をさかのぼると、この両家の間で英仏海峡を渡 って

の縁組が幾度かおこなわれている。28歳 の未亡人である夫人はX市 の修道院

に運ばれて手当を うげた。土地の新聞は市長の善行を トップで報道 したが、

パ リの新聞は社交欄のランベスク夫人の事故のニュースのなかで社会主義者

の名前に一切言及 しなかった。

 ピエールは父を知 らず、母は家事使用人であった。 これは明らかにマク ド

ナル ドをモデルにしている。 ピエールは子供の時から羊飼いとして働き、そ

の後植字工になり、組合指導者 として投獄 された こともある。政治集会で支

持 されて国会議員に選出された37歳 の独身の市長である。

 ランベスク夫人の身内はフランスには少ない。彼女は19歳 で結婚、戦死 し

た夫の忘れ形見である8歳 の息子と83歳 の夫方の祖父と生活 していた。虚弱
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な一人息子が家庭教師の神父に連れ られて母を見舞いにきたが、学校を休ま

ぬために翌 日には帰っていった。古い貴族のつね として外国に親戚があ り、

諸外国、ことに英国から見舞いの電報が届 く。貴族社会で最 も高い地位にあ

る夫人は社交界には顔を出さず、ひっそ り屋敷に籠 もって暮 らしていた。

 ピエールは選挙戦の真っ最中であった。近隣の人hに 燃 えるような弁舌を

ふるったあとの帰路にかならず ランベスク夫人を見舞 うのであった。社会主

義市長は遊説先の子供達が摘んで くれた春の野に咲 く赤いアネモネの花束を

もって、反動主義の砦 とみなされている修道院の病室に立ち寄 るのである。

夫人の回復 はおそかった。

 5月 中にピエールは大勝し、国会が休会に入った。議員市長は 「我が町に

すっか り自らを捧げ、そして町をランベスク夫人に捧げる時間」があった。

都市計画の目論見を夫人に語 り、地図や設計図をひろげる。貧 しい人hの 住

む地域に夫人の好きな白木蓮を街路樹 とし、夫人の名前にちなみアリス通 り

All駸 Alysを 計画す る。そして彼女は自然に世話を受けている修道女達の代

弁をする事になった。

 ランベスク夫人は死の瀬戸際から蘇生できた安堵感で、苦痛からいや され

るとともに生まれてきた甘やかな感情、経験 した ことのない情熱をピエール

に持ち始めていた。 ピエールは長い間、人hの ために献身的に働 き続けてき

たので、 もう別の愛に捧げるものは自分には無いと思い こんでいた。それぞ

れ孤独であった2人 は気づかずにお互いに愛情をはぐくんでいた。

 事故か ら三月後、 ようや く夫人のギブスが取れ、出発は7月14日 である。

共和主義者 としての配慮を投げ捨てて ピエールは彼女を駅まで送 り届けた。

まさしく革命記念 日にこの貴族の女性 と別れた社会主義市長は記念集会で演

説 しなくてはならない。市民に、第三共和国の労働者に呼びかける言葉を考

えなが ら、彼 はむなしさで満た される。彼には友人がいない、彼女だけしか

愛 していないことを知った。

 作者は全 く違 った世界で生きてきた2人 の恋を描きだすのに 「芝居であれ

ぽ幕の上がる前に大団円が終わったようである(p.7)」 との解説を入れる。
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事故で車から投げ出された夫人はピエールの腕の中で意識をとりもどし、彼

の胸にすが ってすす り泣いてしまい、恋の到達点から出発 しているのだ。そ

こからかなり図式的に共和主義対王党派、労働者社会主義対貴族、 ライシシ

テ対 カ トリックの諸hの 要素を並べだす。

貴族 ・月の世界

 X市 を去った夫人はスコットランドのイソヴァネス近 くの実家に身を寄せ

る。 ここはマクドナル ド英首相の故郷であり、マル トは首相の私邸に招かれ

た ことがある。 ランベスク夫人はピエールに手紙を出す ときに必ず野草の押

し葉をひそませ る。スチュアー ト家につらなる紋章入 りの封筒から、羊飼い

少年が親 しんだ植物の精気が香 りたつ。 ピエールはイヌサフランの押 し花に

秋が来たのを知 った。2人 が再び会 うのは自動車事故から数 ヶ月後であ り、

リール街ラソベスク邸で夫人がひとりの時に庭にピエールを迎え入れた。郊

外のアゼイ・ル・ブルユレAzay-le-BrOl6の 別邸にいる老 エルブッフ侯(duc

d'Elboeuf)は そのことを知っていた。村人を迎>x..て心付けを渡すの と同じ

よ うに、自動車事故の際に助けてくれた人物に謝意をあらわすためで、それ

に庭で応対 したのは家にあげた ことにならないとい うのがこの王党派貴族の

解釈である。 ピエールは初めてこの邸を見て、「彼女は役所 に住んで居 るん

だ(p.13)」 と感 じる。彼にとってパ リの古い邸宅は旧貴族の住 まいである

前に、共和国政府の役所 として親 しんだのだ。門を入って邸の扉にたどり着

くまで広い中庭を横切る時、彼は見張 られているような居心地の悪 さを味わ

う。

 広い庭園を二人はいつ しか手をつないで歩 くうちに5時 になる。門番夫婦

が戸外にお茶の支度をした。

このフランス人はワインを飲みつけているが、いままでお茶を飲んだ こ

とはなく、5時 どころか昼も夜 も飲 んだ ことはなかった。彼等の風習、

伝統、習慣は違 うのであ り、それに合わせ ることは出来ないだろ うとい

う証明が(彼 に)必 要なのであろ うか?
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 湯 気 の た つ 華 奢 な カ ップ を唇 に 近 づ け 、新 しい生 活 が ピエ ール ・カ ニ

オ に 始 ま った 。 初 め て の 飲 み 物 は 彼 の喉 を焼 い た 。 少 し待 っ て 、 少 しず

つ 飲 む こ とを 知 らさ れ る前 に。(p.15)

 庭園内には祖先が密かに引き受けて葬った王妃様の愛犬の墓があった。夫

人はまるで昨 日のことのようにマ リー ・アソ トワネ ットのことを語 り、 リー

ル街界隈を散歩す るときには恐怖政治のもとで処刑された祖先の様子を語 り

ピエールを驚かせた。革命 から140年 近 く経つのに18世 紀に生きているかの

よ うで、まるで月の世界にいるよ うだと思 う。そのよ うな過去にさかのぼる

話をする時、夫人はつねに 「私 どもは」と言 う。共和国原理にもとついて暮

らしてきて、 自分 も彼女 も個人だ と考 えたいピエールは感情を害す る。突然

に名 も知れぬ多数の死者達が彼女 と自分の間を裂いた ように思われるのだ。

階 級 と政 治 家 のmaitresse

 ランベスク夫人の髪は子供のよ うに淡 い色で、いつ も白い ドレスを着てい

る。秘密を語 るときの子供が囁 くような話 し方 もあいまって少女のような感

じを与える。事故のあと歩 くときに軽 くびっこをひき、男性に支えたい気持

ちをそそる。内気さとおもわぬ大胆 さを兼ね備 えている。

 ピエールは火のような雄弁で選挙民を魅了し、仕事に打ち込むエネルギッ

シュな男性である。少年時代 に羊飼いであった彼は選挙民を、町を導 く指導

者 となった。広い肩幅でいつも仕立ての良 くない黒いスーッ姿である。

 次の春、約束 どお りにランベスク夫人が再びX市 を訪れ、修道院に3泊 し

た。 ピエールは毎朝彼女を迎えに行 き、港や労働者住宅地区、工事現場、そ

してア リス通 りへと案内し、町中の うわさになる。社会主義市長が貴婦人に

恋をしているのだ。

 彼は人hの 思惑に気付 きもせず、 ランベスク夫人を伴 って労働者達のそば

を歩き、車で埃をたてて通 る。「当然なが ら背の高 い(p.37)」 夫人 は偏見

をいだいている人hの 目には極端な大女に見え、噂がふ くらんで彼女の白い

衣類はテソの毛皮 に、結婚指輪だけなのが10指 にことごとく宝石を付けてい
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た ことになってゆ く。大革命から130年 以上経ても、貴族 に対する憧れ と反

感がまざ りあった庶民感情はしっかりとこの地方都市に根付いている。

 フランスでは愛人(ma↑tresse)と い う語は全てをあ らわす。男女 の

結びつきは本当に束縛す るものであ り、愛人は支配す るものだ。愛人を

持つと、自由であった男も自己を支配する力を失ったと他人に思われて

しまう。それが政治家であった ら、どんな愛人を選ぶかは国家に関わる

問題 となり、関係者はすべて影響 される。す ぐにその政治家は彼女に支

配されていると思われてしま うからだ。サ リカ法7が 支配 しているこの

フランスとい う国において、明文化されていないものの男の隷属状態は

このようなものである。(p.25)

 マル トはフランス語 ・フランス文化を基礎 とする教育を受けて育っている

が、19世 紀末ルーマニアの支配階級の生まれである。 フランスは彼女にとっ

てやはり外国にちがいない。フラソス王家に外国から嫁いだ メジチ家のカ ト

リーヌが 「常に間接的に女達に支配されてきた国」 と言った ことを引いてい

るとも思 えるマル トの意見である。 しかし、マル トは自分 自身が男性の影か

ら間接的に力を発揮す ることを考えた事はあっても、女性が直接政治に関わ

ることは考 えていない。作中で英国の貴族制度について触れているが、1828

年に成立 した英国の婦人参政権に関心を見せた様子はない。

 ブルボソ家の王達だけでな く1930年代のフランスには、出自はともあれ貴

7.サ リカ法 は ク ロ ヴ ィ ス の フ ラ ン ク ・サ リ族 の 慣 習 法 で あ り、 女 性 に は相 続 を

認 め て い な か った 。

8.E.ダ ラ デ イ エ(1884-1970， 首 相 在 位'33一'34，'38一'40)は 寡 夫 と な っ て か ら

 ク ル ッ ソル 公 爵 夫 人 と、P.レ イ ノ ー(1878-1966， 首 相 在 位'40)は ボ ル ト伯

爵 夫 人 と親 し か っ た 。

 ア ソ ド レ ・シ モ ー ヌ著 ・蒔 田 廉 訳 《呪 わ れ た る フ ラ ン ス》(八 弘 書 店)昭 和!6

年p.282-3

 J=J.セ ル ヴ ァ ン ・シ ュ レベ ー ル ・奈 良 道 子 訳 《フ ラ ン ス の ジ ャ ー ナ リス トの

挑 戦 》(近 代 文 芸 社)1996p.44
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族夫人の タイ トルをもつ女性を愛人 とした政治家があ り、彼女達 はパー ト

ナーに対 して影響力をふるい政治力を発揮 している。8

 X市 の古物商ユードクシー嬢9は 遠 くか らピエールに恋心を燃やし続けて

いた。醜女の彼女は一時のアヴァンチュール用の部屋貸 しで儲 け、歴史のな

い成 り上が り者に没落した家の思い出の品を売 りつけていた。彼女は恋文も

贈 り物 もピエールに相手にされなかった ところヘ ランベスク夫人の噂が耳に

入 り、恋心は憎悪にかわった。夫人の祖先の ロレーヌ公 ランベスク元帥が ド

イッ王の軍を指揮 してフランスの民衆に突撃を行っている版画を店のウイソ

ドウには り出 した。第一次大戦後 まだ10年 で反独感情が強 く残 る時代のこと

である。あまり旅行をせず、外国人嫌いと言われる当時の フランスの庶民の

反感をかき立てる策略だ。 ピエールの側近 プロニアールがそれを買い取 ると、

すでに買い占めてあった同じものをまたは り出すのであった。 この店にはピ

エールから注意を受けて傷付いた市役所の書記や他の国会議員 も出入 りして

いる。ユー ドクシー嬢は彼等から抜 け目無 くピエールのパ リの情報 まで手に

入れてお り、それを彼がもっとも困る時を選んで新聞に流すのであった。

 元教師のプロニアールは少年時代の ピエールに才能を見出して教育を助け

た人物である。しかるべき地位についた ピエールは彼を党の書記に任命 し、

相談相手 としている。 ランベスク夫人の再訪後、そのプロニアールが昔の教

え子にさしだした新聞には 「よっぽらいの社会主義者Le socialiste dans les

vignes de Seigneur(p.31)」 、「元共産主義者の変節」厂公妃 と社会主義者」

といった言葉が踊っていた。そして 「彼女はもう来てはならない」 と言 う。

ピエールは怒 りを爆発 させ、「この町はもう私 を見 ることはあるまい」と言

9.マ ル トはつ ね に敵対 す るエ レー ヌ ・ヴァカ レス コの風貌 を その ま ま， 美 し く

はな いユ ー ドクシ ー嬢 の 容貌 に描 いた。 ユー ドク シー とい う名 前 の悪名 高 い ピ

ザ ンチ ソの皇 后 が い る。Caniotは マ ル トに50年 近 く仕 えた小 間 使 の姓 で あ り

Lambescに は香 り立 つambre， muscを 連 想 させ る。 Elboeufは 頑 固 な牛 の よ

 うな老 人 にふ さわ し く、Montjoyeは 豪快 で 陽気 な：ス コ ッ トラ ン ド貴 族 に似 せ

た 名 で あろ う。 ご意 見番 の プ ロニア ール はgrognard(ぶ つ ぶ つ言 う)を 思 わ

せ る。
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い き っ た 。

貴族 と庶民の共通点は

 ド・ランベスク夫人の 自動車が事故にあったのは大戦末期に戦死 した夫の

棺を仮埋葬 してある南仏の僧院からパ リのピクピュスPicpus loに移すため

の旅行中のことであ り、事故で果たせなかった この任務の途上でX市 を再訪

したのである。

 ヨーロッパの王族や貴族は釣 り合い、あるいは政略から各国の同じ階級内

での結婚がおこなわれていた。彼 らにはあちこちの国に親戚があるので、そ

れ らを外国 とはとらえていない。戦死した ランベスク公 フランッは神聖 ロー

マ帝国以来の独仏伊等数 力国の貴族の血を引 き、それ らの爵位を持つ身なの

で第一次大戦は 「彼にとって内戦(p.31)」 にすぎない。 自由、平等、友愛

のどの標語 も信 じないが、彼はフランスとい う祖国が与 える死を受け入れて

ひと飛びであの世に行 くのである。生も死 も大した問題ではなく、自分の生

は長 く続 く血筋の鎖の輪のひとつにすぎないと考えていたのだ。鎖の輪の一

つにされ ることに懸命に抵抗 していた 《カ トリーヌ・パ リ》の夫 アダムとは

双子の兄弟と言える。棺 を引 き渡す ミサの間、夫人は敬虔な信者 として短い

間なが ら深 く結ぼれたフラソッとの結婚が天上まで続 くべ きでないかと考>x、

思いがけない出会いからゆれた心を見つめて苦 しむ。霊柩車を先導す る彼女

の車が夕闇につつまれて進む と、高台に炎が見える。火につつまれた一台の

車のまえに、道の真ん中にピエールが立 っていた。

 この よ うに 、 彼 を本 当 に 夢 中 に させ た の は 彼 女 のせ い で あ っ た。 な ん

と素 朴 な心 、 ロ マ ン チ ック な革 命 家 の 心 で あ ろ うか! ブ ル ジ ョワ に は

け して 出 来 な い こ とだ わ 、 と夫 人 は 思 う。 この 行 為 に は お ぞ ま し く、 乱

10。Picpusは 大 革命 で ギ ロチ ンに か け られ た 人hの 遺 体 を葬 った共 同墓 地。19

 世 紀 に入 り貴 族 が管 理 を始 め 、各 家 ご との廟 もつ くられ た。 手 狭 な た め エ ル

 ブ ッフ侯 が 存命 中な の に孫 の フ ラ ソ ツを葬 るの に は許 可 を得 るた め の時 間 が

 要 った と作者 は説 明 して い る。
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暴 で 悪 趣 味 な もの が あ る。 だ が な に か 健 全 で強 く完 全 な もの 、 船 を焼 き

払 い 、 持 っ て い る も の全 て を 賭 け 、 と うせ ん ぽ うを し て彼 女 に さ け ん で

い る よ うに。 「止 ま れ 、 私 を お い て は行 か せ な い!」(p.30)

 ピエールは彼女の車 に乗 り込む ほかはない。それは2人 が出会 うことと

なった自動車事故の場所であった。

 作者はラソベスク夫人から見たピエールの美点を庶民のそれとして書 きだ

している。まず、彼の生活態度の厳しさ、人hの ために尽 くす社会主義の信

条が福音書に非常にちかいと思 う。そしてこの大地の男、風の男は都会人、

ブルジ ョワか らほど遠 く、密猟者に近いとい うのだ。貴族は最初は闘 う人=

騎士であ り、それから土地所有者になったので、闘争心 と指導力を伝えてき

た。彼等は全てを失 っても貴族の血の誇 りが残る。庶民は失 うものが少ない

ので、失 うことを恐れない。それが素朴な自信を うむ場合がある。都会人の

ブルジ ョワは法をにらみながら持てる物を無 くさないように気を使い続ける。

財産を失った ブルジョワはもうブルジ ョワではない。作者は貴族をまね るブ

ルジ ョワのいじましさを排 し、まねる手だてを持たない庶民に貴族 と共通す

るものを書き出す。まだ庶民が貧 しかった1920年 代の後半に恋のため車を焼

くのは現実離れしている。 しかし、 この荒々しい行為は土にふれ 自然のなか

で生 きてきた人間の自信のあらわれ として魅力的である。町よりも彼女を愛

する彼は町を棄てる。町 と恋の双方は相容れないと判った以上、一方を犠牲

にす る他はない。彼はパ リに発つ。パ リは 「解放 してくれる町、あらゆる他

の町を忘れさせて くれる町(p.32)」 であり、作者はすでに 『カ トリーヌ ・

パ リ』で描いたこの大都会のもつ解放感 と魅力をここにも書き込んでいる。

 ランベスク夫人はスコットラソ ドで育ったためにフラソスの貴族 と庶民の

間にある根深い不信感をよくは知 らなかった。彼女の生家では村人 も地主の

貴族 も同じ教会で祈 っていた。

 ピエールは 「これが生 き延 びていること自体が理性に対する挑戦 とも言え

るカース ト(p.8)」 であるフラソス貴族 に関 し無経験であ り、子供の よう

に無知であった。彼はこの世界に打ち勝って彼女に相応 しいものにならなく
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てはと、心は高揚する。X市 を愛 して2度 も大臣の椅子を辞退 した彼だった

が、内閣改造の機会に内務大臣の地位を獲得 した。労働争議を指導 して投獄

された経験のある左翼政治家の ピエールが、恋のため とはいえ警察の長にな

るのはやや無理な筋運びにみえる。作者はここにナポレオンと皇女マ リー ・

ルイズの結婚 と同じように、権力を得た褒美が女性である場合だ としている。

 彼は毎 日ラソベスク夫人に手紙を書 く。《イズヴォール、柳 の里》の村娘

達のように、夫人は毎朝受け取 った手紙を一 日中身につけてすごし、夜に読

み返 したあとで燃やしてしま う。スキャンダルの種 にされる危険があるか ら

だ。

合同大演習

 パ リ郊外 にあるエルブフ・ランベスク家所有の広大な地所内で英仏および

数力国軍の合同演習が行われた。陸軍大臣となったピエールは城に宿泊する。

彼は以前には戦争を非難 していた。戦争に関わ る地位につ く時、「彼が戦争

反対論を存続させるためには、この思想を理解 しうるフランス国民の破滅を

防 ぐ以外の方法がないか らである。(p.63)」 作者 は 「彼 は自分の役割を子

供達をやしな う父親が彼等の口に気を くぼるように、大砲の砲口に気を配 り

満たす ようにするのだ と理解 した。(p.63)」 との言 い訳をつけ加 ，xている。

30年代のファシズムの脅威を考えると現実的な解説であろ う。

 城の見事なしつら>xや木々豊かな庭園、スコットラソ ドから夫人が運ぽせ

た白鳥の うかぶ池 とい うように、作者の筆は貴族の所有す る資産、それを維

持する知恵や教養を描き出す。そのような背景のもとで英国代表である夫人

の兄モンジョワ侯爵Montjoyeは ピエール と親 しくなり、スコットラソ ドに

招待の約束をする。 これはフランス貴族には見 られないことであろ う。王党

派のエルブフ侯はピエールを客人として丁重にもてなした。老侯爵にとり共

和国は敵であるが、貴族 は代h何 人 も軍人を出 してお り、一族のものがピ

エールの下にいる可能性がある。役職 とい うものが彼にこの館の門戸をひら

かせた。

 晩餐の時、彼は伝統的に陸軍大臣が占める中央の席につき、一同の注 目を
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集 め る。 だ が 、 彼 は そ の 伝 統 も、 自 ら の素 朴 さが 自分 を 護 っ て くれ る こ と も

弁 えて い る。 壁 に は ユ ー ドク シ ー が 店 に は りだ した 版 画 と 同 じ図 柄 の タ ピス

リー 「ラ ンベ ス ク公 の 突 撃 」 が掛 け られ て い た 。 ピエ ール は 自分 は軍 の長 と

して 突 撃 す る側 か 、 そ れ と も民 衆 の ひ と り と し て突 撃 を 受 け る側 か と考 ，xる。

 彼が覚えているこの空気、かつて修道院を見舞 っていたころに夫人を

つつんでいた空気 と同じであ り、再び幸福な温かさの中に戻 ったのだ。

それは彼が慣れている空気 とくらべ ると稀で、微妙で酸素 と香 りが多い

ようにおもわれ る。 この空気に浸 り、彼 は生命の奥深い本能から心地良

くされるのだ。(p.41)

 ピエールと夫人は終始他人 として振る舞 う。

 彼はデコルテに宝石を着けた彼女を目にする。民衆派で労働者代表である

彼 も、初めて目にす る正装の女性の美 しさを感 じないわけにはゆかない。遙

かに上の階級のかもしだす快適 さを感 じつつも、 自分の出自を自覚 している

明晰さと素朴であることへの自信が ピエールをあ りきた りのスノビスムから

救っている。

 彼女は制服姿の軍人達の中で一張羅の黒いスーツ姿の ピエールを目にする。

ブルジ ョワでないため彼には身体に合わない衣類を気にしない自由さがある。

彼女はX市 の労働者住宅を作 るの と同じように軍備を整える彼の政治力にあ

るのは愛の力であると理解 した。彼は友人であ り自分を護 って くれる人だ と

思 う。

Picpus

 老侯爵が亡 くなり、一宿一飯の恩義 もあってピエールはピクピュスでの葬

儀 にでかけた。

 カ トリックの式典に無縁なピエールは子供 のころ見た年寄 りがする動作を

まねる他ない。大革命で処刑 された千三百六人の犠牲者の氏名、年齢、身分

が壁に彫 り込まれているのを読み、その中にあま りに庶民が多いのを見つけ
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ておどろ く。政治家 として多 くの人 と接 しているが、大勢の参列者 の中に

知っている顔はな く、彼は場違いな闖入者である。消えそ うにない恨みの表

情を うかべた亡霊のような人hの 行列をみながらピエールは以前ス トライキ

を指揮 した ときの飢えた労働者達の顔を思い出す。フランス貴族は1789年 か

ら失業者 にされ、戦争や革命がある度に金を巻 き上げられたのだ と考 える。

彼等は遠 い親戚にいたるまで葬儀に集まり、そこを宮廷がわ りに自分達の名

誉：慾や 自負心を満た しているのだ。

 彼女はヴェールで顔を隠している。野蛮な習慣だ とピエールは思 う。

彼の 目には、彼女は再び寡婦になってそこにいるのだ。彼女をここから

引 き出し、連れ去 りたいという気持 ちがず っと彼を苛んでいる。 まるで

彼女が死刑に処せ られて墓穴の方に進み、生きながらそこに投げ込 まれ

るのを見ているような気持ちである。…アゼイの護衛たちが棺を運んで

いる。彼 らが埋葬するのは誰なのか? 彼女の夫か子供か、父なのか?

全員が一人の人物に混 ざり合い、その人物 と彼女は結婚 しているのだ。

彼は彼女が自分か ら離れているのを感 じる。誰 かが彼から彼女を引き離

しているのだ。(p.61)

こ こで ピ エ ー ル が 感 じた こ と は、 彼 に と っ て の貴 族 階 級 の 壁 の 厚 さ と夫 人

が担っているものの重さなのである。

 彼が参列した ことが新聞の写真に写 り

て しま う。

ユ ー ドク シ ー の報 復 の 材 料 に され

貴族の担 うもの

 老侯爵なきあと、彼は少 し自由にラソベスク邸に行けるようになった。 と

ころが夫人の13歳 になった息子が ピエールを母を奪 う者、貴族を脅かす共和

主義者 として敵視 して書いた秘密の ノー トを家庭教師が発見 した。それを

知った夫人は密かに涙をながした。子供 と母の双方から別々に救けを求めら

れて、英国からモンジョワ侯がやって来た。彼は町中が貴族を意識させ るパ



                 マルト・ビベスコと彼女の小説(V) 53

リから子供を引き離 して色hな 生徒がいるパブ リック ・スクールに入れる事

を主張 し、飛行機で甥をつれてロンドンに発 ってしまう。夫人は息子の後を

追 うため急いで ピエールに連絡 しようとす るが国会会期中多忙 な彼になかな

か連絡が とれず、電話に出た プロニアールにはつれな くされ る。騎士を迎>x

る昔の貴婦人のように、夫人は常に自邸に彼を迎えていたため、彼の行 きつ

けの店もなにも知 らない。電報は取 り次 ぐ人に身分を知られてピエールに迷

惑がかかる。 とうとう英国の兄に電話で連絡をたのみ、とっさに思いついた

コソコル ド広場のチ ュイル リー側の柵前を待ち合わせの場所 と言 ってしま う。

子供の時から恐怖政治期の先祖の受難を教 え込まれた場所である。内閣瓦解

が伝 えられるため広場に多 くの人が居る。雨の降 り出した中、ただ一人ひた

す らピエールを待ち続けるランベスク夫人は、作者が規定 した内気で大胆な

恋す る女そのものである。彼女には一人息子には自分 しかいないとの思いが

ある。

 大勢の人に取 り巻かれてピエールは広場にやってきた。貴族 と庶民の対決

の場であった広場が このカップルには愛 と理解の場につながる。彼 は夫人を

海軍省内の部屋に連れて行 く。それはマ リー ・アン トワネ ットが王太子妃 と

して住んだ部屋であ り、 ランベスク夫人の自室 とよく似ていた。彼女は百数

十年前の高い趣味性を伝えているのだ。

 海軍省の中の人の出入 りが多い部屋で二人の語 らいは愛の誓いにた ど

り着 いた。二人は婚約者 となった。彼女は彼に言った、10年 か8年 、お

そらく7年 経たない うちに彼のもとに行 くでしょうと。妖精 メルヘンの

中で年齢を予測することが出来 ようか? 彼女を自由にしてくれる若い

女性が現れるのを待たねばならない。彼女を縛 っているものを取 りはら

い、打ち消 しがたい過去の重石を担 って くれ るそんな若い娘を。彼女は

このような奇妙なことを言 うのにシンプルな言葉を見いだ していて、そ

れは誰 もが理解できるものだ。母 としてのi義務、嫉妬深い一人息子には

この世 に彼女 しかいないのだと。息子フランソワ ・ヴィク トールは結婚

す るだろう。息子の妻はアゼイを、 リール街の屋敷を㌔祖先達や うけつ
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い で き た あ らゆ る もの の 世 話 を す る こ とに な ろ う。 そ し て 口に す る訳 に

い か な い フ ラ ン ツの こ と も。(p.80)

 マル ト・ビベスコは結婚後間 もな く、夫からうち捨てられた妻にされた。

義母は息子の不行跡を知 り尽 くしてお り、マル トが別の愛を得 ることを認め

るかわ りに息子と離婚はしないことを約束 させていた。1909年 に彼女はフラ

ンスの古い貴族 ボーヴォーと出会い、彼から強 く求愛 されて1911年 に2人 の

間で結婚についての話 し合いが行われた。結婚のためにはマル トは離婚す る

必要がある。東方教会は離婚を認めているので彼女は離婚が可能であった。

ボーヴォーの母は息子が離婚女性 と結婚す ることを断じて認め る気 はない。

フランスでは1884年 に離婚を認める法律が作 られた ものの、マル トは義母が

それ以前に離婚 ・再婚をしたために重婚者 として長い間パ リの貴族社会から

締め出されていた ことを良 く知っていた。 カ トリック教会は貴族社会に大 き

な力を持っている。離婚法が出来て30年 近 くたつ この当時で も、離婚後に合

法的に結婚するよりも結婚のかたちを とどめての愛人関係を続ける方が摩擦

が少ない。 ボーヴォーとの結婚を断念 した傷心のマル トに夫は ビベスコ家の

先祖が建 てた城館モゴシ ョアイアを従姉 から買 い取 って贈った。Diesbach

はこれをマル トをビベスコ家に引き留め ようとする義母の配慮 と見ている。

ラソベスク夫人が引 き受けている重いものはマル トの義母がにない、城館と

共 にマル トが引き受けることになるものと同じであ り、貴族の家に古 くから

伝わる有形無形の財産 とそれを将来に伝 えるつ とめである。

愛 と別れ と信頼 と

 ピエールは彼女が考え出した結論を受け入れた。彼女の言葉を信 じて

いる。幾 日、何 ヶ月あるいは何年かかろ うと、それが二人 に何であろ

う? 彼は経験によって彼女が時を消し去って、自在に時を創 りだせる

力を持つ事を知 っている。彼はず っと彼女を愛 し続けてきたからである。

彼女はもう来な くなることはあり得 まい。彼はまちつづけるであ う。い

や、そ うではない。それどころか、人生の節 目ごとに彼女を迎えに行 く
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だ ろ う。 彼 女 が きめ る逢 い 引 き に先 々彼 は忠 実 で あ ろ う。 これ だ け が 彼

女 に差 し 出せ る領 地 な の だ か ら。 そ れ はす べ て を 考 え あ わ せ てみ る と、

素 晴 ら し い、 奪 うこ と の 出 来 な い領 域 で あ る。(p.80)

 多 くの人hと は反対 に、二人は年齢について年を取 るのが遅いと思いだす。

二人があった翌 日、夫人は ドーヴァーに着 いて 『デイ リーメール』紙で ピ

エールが首相に選出されたことを知った。父親代わ りといえるプロニアール

はこんなに遠い先での結婚の約束を知 り激怒する。貴族の女は遊 び抜いたあ

と、もう子供をもうけて血がまじる心配がな くなった時になってやってくる

のだと言い、「エ リゼ宮に外国の女をいれるな。」 との遺言をのこし亡 くなっ

た。2人 はスキャンダルを避けるために密かに交際を続けたあと、ピエール

の大統領の任期 の終わる1週 間前に秘密裏に結婚する。11それ も教会で行 っ

た。 しかし、ユードクシー嬢が糸を引 くテロによって1948年 にピエールの命

が奪われてしま う。

 このメルヘンめいた結婚にいささか安易に決着 をつけた感がある。 マル ト

の親戚であるセル ビア王妃の息子夫妻はテロで亡 くなっている。1930年 代の

ヨーRッ パは左右のイデオロギーのせめぎ合いと国家間の緊張からテ ロが少

なくはなかった。Diesbachは 、地方の読者には公爵夫人が、い くら大統領

に出世 してもゼロから出発 した男 と結婚するとは信じられないであろ うと述

べている。真面 目なカ トリック信者で悩みを神父に告解す る女 と祈 ることを

知 らない全 くライシテのなかで育った共和国主義者の男、邸宅、城館、庭園

の しつ らえから草花の知識に至るまで高貴な育ちの教養を身につけている女

と英国風 にお茶を飲む ことす ら知 らなかった男ではとても平和な生活が続き

そ うにない。だがヴェルサイユ修復完成の式典で、首相のピエールは英国風

11.ガ ス トン ・ ド ゥ メ ル グ(Gaston Doumergue 1863-1937，'24一'31大 統 領)は 任

 期 の 終 る1週 前 に 長 ら くつ き 合 っ て い た 女 性 と結 婚 し た 。 マ ル トは これ に ヒ ン

 トを え た もの と考 え られ る。

  G.et S. Berstein《Dictionaire historique de la France contemporaine

 1870-1940))(馘Complex)1995
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にお茶で人々をもてなしている。彼は学習したのだ。作者はこれが 「王女と

羊飼いの恋」であることをマ リー ・アン トワネットの名前を出す ことで解ら

せている。 しか も王妃 は浪費をしたかもしれないが、王族の造営 したものは

当時の文化の粋を残 し、多 くの職人たちにパンを与 え、後世にまで観光資源

としての利益に与 らせていると貴族文化を弁護 している。

 少年時代に羊の群を導いていたピエールはフランス国民を導 く大統領 に

なった。いわぽ牧人である彼が嫉妬からにせよテロの犠牲になった ことはキ

リス ト教の教義を呼び起こす。マル トは1912年 に、 ミュニエ神父12の もとで

カ トリックに改宗 している。「侯爵夫人達の告悔師」 と言われる ミュニエ神

父から 「姪」 と呼ぼれた彼女は高齢の神父に付 き添い、英国のシェークスピ

アのゆか りの地訪問す ら行っている。 フランスで婦人参政権成立が1944年 と

遅かった理由にカ トリックが女性達に大 きな影響力をもってお り、彼女達が

宗教の指示に従って投票すると共和国原理 を脅かすと考 えられた ことがある。

それは女子教育や女性向きの出版物に宗教が力があったからである。《平等》

が発表 された 『イ リュス トラシオン』紙の別冊付録は新聞小説の読みやすさ、

女性読者に受けることを求めた と思われる。貴族 は神を崇 うことを務めとし

てきた。 マル トはキリス ト教の比喩を用いて分か りやすい物語を作 ったので

ある。

 作者はランベスク夫人がもた らす外国=英 国の文化を描 く。さらに英仏の

貴族制度にふれ、長子のみが貴族を嗣 ぐ一方1代 貴族がある英国であれぽ、

ピエールは国王夫妻 と同じ食卓につけるであろ うとい う。「あの連中は…」

とい う言葉で王党派旧貴族は庶民を、庶民は貴族や外国人を差別す るのを描

いたために、 フランス人にこの作品の うけが悪かったとDiesbachは 見てい

る。当時の上流の結婚において階級意識の建前は崩れてはいない。ルーマニ

12.マ ル トは 神 父 に つ い て3冊 の 著 書 を 著 し て い る。

  Princesse Bibesco((Croisade pour l'an駑one))(Plon)1930

  Princesse B besco《La vie d'une amiti黶t(Plon)1955

  Princesse Bibesco((Le confesseur et les po�es))(Grasset)1970
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ア王子 もふさわ しくない女性 との交際のため1925年 廃位に追い込まれている。

《平等》が出版 された翌年の1936年 に英国王がシンプソン夫人 と結婚す るた

めに退位 した。《平等》は短い章に分けられてお り、幾つかのものにエピグ

ラフが付けられている。第一章のそれは、マイヤーリングの悲劇の主である

ル ドルフ大公の一人娘、ハプスブルグ家のエ リザベー トが収監中の社会主義

者達を非合法に助けたために逮捕されたという新聞報道である。 このような

時代にマル トは交際のあったマクドナル ド、 トムソン、ジューヴネル等の社

会主義政治家か らヒン トを得て生みだ したピエールの相手に、貴族で最高の

血筋のランベスク夫人を並べて リスクを想像 して楽しんだようだ。

 作者は貴族 と庶民の間のブルジョワとい う言語を批判的につかっている。

ランベスク夫人が邸の内装に 「後世のオ リエンタル趣味や王政復古期のもの

を取 り去 って」本来の ローズウッドの木地 に戻す ように、作者 は19世紀 ブル

ジョワの時代をこえて更に古い貴族の美点を求めているのだ。

マル ト ・ビベ ス コの 平 等 感

 不釣 り合いなカップルが成立後の生活は、死が2人 を分かつ所で話は終 り

そ うであるが、作者は終章にピエール ・カニオ未亡人の葬儀を報ずる右派の

新聞記事で小説 を終わ らせる。「第17代 モンジョワ侯令妹、初婚でランベス

ク公夫人、再婚で仏大統領夫人 となった彼女の葬儀は子息のエルブフ侯爵夫

妻、孫のランベスク公爵夫妻が執 り行 い…(p.126)」 とい うのだ。1927年

の自動車事故の時に8歳 であった子供が13歳 になった5年 後に夫人は英国行

きを余儀な くされる。その時に婚約した二人はピエールが首相から大統領 と

なって7年 の任期末に結婚したのであるから、それは1939年 以後 と考えられ

る。その彼女に孫夫婦がいる以上、夫人の死は1960年 以後であろ う。《平等》

を書いた当時、マル ト・ビベスコが第二次大戦の可能性をかな り意識 してい

たと思われ る。歴史がどう変わろ うと、少なからず 自己を投影 したランベス

ク夫人によって、貴族の血筋の永続性への強い祈願を現した ことは確かであ

ろ う。マル トの一人娘はルーマニア名門貴族に嫁 ぎ、1928年 に男児をもうけ

ている。孫の誕生は大層 マル トを喜ぽせた。彼女は跡継 ぎを得 ることを大切
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に 考 え る か ら、 「ピエ ー ル は一 人 、 フ ラ ン ス の 栄 光 の た め に 取 り置 か れ た 不

毛 な場 に 、 家 族 が 入 る こ とは 許 され て い な い と ころ に眠 っ て い る。 同 一 の 国

が2人 を 別 々に し、 死 の 前 に 不 平 等 に して い る。(p.88)」 と パ ン テ オ ソ の

こ とを描 写 す る。 共 和 国 の偉 人 達 を祀 る場 所 は 、 フ ラ ン ス の 旧 貴 族 に は禍h

し く見 ，xるで あ ろ うとの 外 国 の 貴 族 マ ル トの 考 察 で あ ろ う。

 作 者 は この 作 品 で も う一 つ の 「平 等 」 を 扱 っ て い る。 先 に 紹 介 した い ず れ

の 小 説 に お い て も、 女 性 に と り最 も大 切 な も の で あ る男 性 か ら の愛 へ の 忠 実

さ、 貞 節 の 持 続 性dur馥 de fid駘it驍ﾉ つ い て ふ れ て い る。 成 熟 した 男 女 が 長

い 婚 約 期 間 、 そ れ も結 婚 の時 期 が 未 定 な の に信 じあ い、 お た が い を求 め 待 ち

続 け る とは 「信 じ られ な い話(=妖 精 メル ヘ ンconte de fees p.80)]で あ ろ

う。 作 者 は ピ エ ー ル の 地 位 が 高 ま る に つ れ て、 右 派 の 巣 窟 で あ る社 交 界 の サ

ロ ン の女 性 達 が近 づ くこ と も書 き落 と しは し な い。 し か し彼 は 「子 供 を もた

らす 女 性 よ りも 、夢 を もた らす 女 性 」 で あ る ラ ソベ ス ク夫 人 を 待 ち続 け る。

お とぎ話 の 終 りは 、 結 婚 した2人 は子 供 を 沢 山 つ く っ て幸 福 に 生 きた こ と に

な る の に13、 《平 等 》 の カ ッ プ ル は こ の定 石 か ら はず れ て い る。 子 孫 を 残 す

こ とを 大 切 に考 え る マ ル トが ピ エ ー ル に 子 供 を もた ら さ な い 結 婚 を選 択 させ

た の は 、 女 性 を 子 を 生 む 役 割 に閉 じ こめ な い あ り方 を 示 唆 して い る。

 ボ ー ヴ ォ ワー ル が サ ル トル の 提 案 を受 け 入 れ て 、 別 々 に 生 活 しな が ら信 じ

合 い、2人 の どち らか が 相 手 に 呼 び か け た ら必 ず 応 ず る とい う約 束 を す る の

は1920年 代 の終 りで あ る。 マ ル トは ボ ー ヴ ォ ワ ール よ り30歳 上 で あ り、 母 親

の 世 代 に あた る。1935年 に発 表 され た この 《平 等 》 は、 一 人 の 女 性 が貴 族 文

化 の知 恵 を 駆 使 して 男 性 との 問 に愛 の持 続 を うち 立 て、 対 等 な関 係 を 築 く と

い う夢 物 語 と して も、 ボ ー ヴ ォ ワー ル が 実 現 した 愛 情 関 係 と等 質 の部 分 が あ

る と言>xよ う。

 ラ モ ン ・フ ェル ナ ン デ ス は 《平 等 》 の9年 前 に 《緑 の鸚 鵡 》 が 出版 され た

時 、 これ に つ い て の 評 論 を 『NRF』 に発 表 して い る。14彼 は マ ル トの 見 事 な

13.ビ ベ ス コ皇 女 著 ・安 堂 信 也 訳 《チ ャ ー チ ル と 勇 気 》(東 京 創 元 社)1957p。188

14.Ramon Fernandez《Le Perroquet Vert》(『NRF』)ler sept.1924
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フランス語の表現、常にところを得た優れて鋭い描写を賞賛するが、物語に

伝説や神話をち りぽめてイマージュを繰 り返 して想起することで レア リズム

を見せない ことに不満をもらす。なぜなら、 これは美 しい 「妖精 メルヘソ」

だからだ。「一般的に言って一私は作者に一つ非難をする事 になるが一物語

の大筋trameか らかざ りの部分broderiesを やすやす と取 り外す ことが出

来る。それ らがあまりにも独立しているようにみえるのだ。(p.377)」 と苦

言を呈 し、「ビベスコ大公妃は妖精 メルヘンと小説の間でまだ迷っておられ

る。彼女が思い切 って小説を選択なさることを願 っておこう。 しかし妖精 メ

ルヘソをすっか り忘れてはしまわないで」 と結んでいる。

 洞察力鋭い評論家が指摘 した ように 《平等》においても本筋にかかわ りの

ない細部が沢山盛 り込まれている。 ピエールがランベスク邸を訪問するとき、

見張 られているようで気になる門番夫婦は彼の故郷出身者であり、田舎から

持 ってきた一本の葡萄を育てることで石の町パ リの生活のス トレスを解消 し

ている。 ピエールは門番の妻に女中であった母と似たものを感 じる。やっと

実 った一房の葡萄に一喜一憂す る素朴な夫婦のエピソードは心なごませるが、

本筋にはかかわ りない。 またモソジョワ侯 もピエールも航空大臣にな り、2

人で航空事業が世界をつなぐ夢を描 く。老侯爵の死でラソベスク夫人が急遽

英国か ら帰国す るときも、母子か らの求め に応 じてモソジ ョワ侯が ブール

ジ ェに到着 し、成 り行きで甥をつれてロンドソに発つのも飛行機である。マ

ル トの夫は世界航空連盟の会長であり、親しかった トムソンは英国の航空大

臣であった。彼女がよく知っているこの新 しい輸送手段の魅力を作品に取 り

込もうとす るのは不思議ではない。 これらはフェルナンデスが指摘す るかざ

り=刺 繍 ともいえよう。だがこれらの細部は美 しく楽 しい。『NRF』 に集ま

る作家達やプルース トのよ うに新しい文学を模索す るよりも、彼女は親 しみ

やすい小説を創 り出す。 フェルナンデスは 《緑の鸚鵡》の中の巧みな人物描

写の部分を風俗小説 にふさわ しいと指摘 した。《平等》は風俗小説である。

そして 「妖精 メルヘン」 とい う語をマル トが この作中に使 うのは、批評家の

言葉に対する答えであろう。マル ト・ビベスコが修復に17年 もかけた城館の

モゴシ ョアイアは、 ワラキアに迷い込んだ見事なヴェネチア建築 と言われた。
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20世紀の前半まで生 き延びた貴族階級はモゴシ ョアイアのように場違いな所

もあろ うが魅力 もあ る。多 くの読者向けの小説の中で作者は貴族の弁護 を

行ったのである。                     (完)


